
市 議 会 だ よ り 第２４８号（3） 2021年（令和３年）５月８日

　２月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、発言順及び

発言時間は次のとおりです。

　公明党（260 分）、創生市川（260 分）、無所属の会（210 分）、日本共産党（185 分）、自由民主

党（160 分）、緑風会第１（160 分）、市民の声を届ける会（135 分）、緑風会第２（135 分）

※ＱＲコードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。

い
と
考
え
て
い
る
。

実
現
で
あ
り
、
個
別
最
適
か
つ

協
働
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る

と
共
に
、
知
・
徳
・
体
の
調
和

が
と
れ
た
学
び
を
推
進
し
て
い

く
。
第
３
の
課
題
は
、
学
び
と

育
ち
の
連
続
性
と
地
域
社
会
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
実

現
で
あ
り
、
就
学
前
か
ら
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫

性
の
あ
る
指
導
体
制
の
構
築
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
充

実
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
。

設
等
で
も
詳
細
な
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
見
込
ん
で
い
る
。
65
歳
未
満

の
市
民
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
接
種
方
法
に
つ
い
て
は
、

集
団
接
種
方
式
も
含
め
、
今
後

医
師
会
と
協
議
し
て
い
く
。
接

種
対
象
者
の
受
診
券
に
つ
い
て

は
、
接
種
に
関
す
る
案
内
や
対

応
医
療
機
関
一
覧
表
な
ど
と
共

に
発
送
で
き
る
よ
う
現
在
準
備

を
進
め
て
お
り
、
受
診
券
を
個

別
に
通
知
す
る
他
、
広
報
紙
等

の
活
用
や
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

と
の
連
携
に
よ
り
接
種
の
勧
奨

を
進
め
、
接
種
率
70
％
以
上
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
者
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

基
礎
疾
患
保
有
者
で
あ
っ
て
も

16
歳
未
満
の
者
は
接
種
対
象
外

と
な
る
。
ま
た
、
基
礎
疾
患
保

有
者
の
家
族
の
優
先
接
種
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
国
か
ら

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

市
と
し
て
今
後
情
報
収
集
に
努

め
、
適
宜
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
る
基
礎
疾
患
と
し
て
、
慢
性

の
呼
吸
器
疾
患
や
心
臓
病
、
腎

臓
病
な
ど
の
他
、
糖
尿
病
や
Ｂ

Ｍ
Ｉ
30
以
上
を
満
た
す
肥
満
者

等
を
挙
げ
て
い
る
。
基
礎
疾
患

保
有
者
が
接
種
を
受
け
る
場
合

に
は
特
段
の
証
明
書
は
不
要
で
、

自
己
申
告
に
よ
り
予
診
票
へ
記

載
す
る
の
み
で
接
種
で
き
る
。

な
お
、
国
の
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
臨
時
接
種
の
対
象
は
16
歳

学
園
の
取
り
組
み
に
加
え
、
令

和
３
年
度
に
始
ま
る
小
中
一
貫

型
の
東
国
分
爽
風
学
園
の
研
究

成
果
を
併
せ
て
、
小
中
一
貫
教

育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
作
れ
ば
よ
い
。
例
え
ば
、
村

上
春
樹
「
１
Ｑ
８
４
」
の
舞
台

と
し
て
設
定
さ
れ
た
市
内
小
学

校
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、
キ
ャ
ラ
設

定
が
本
市
居
住
の
（
こ
ち
亀
）

「
大
原
部
長
」
の
銅
像
建
立
、

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
の
作

成
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
な
ど
、

本
市
に
も
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ふ

な
っ
し
ー
を
超
え
る
Ｐ
Ｒ
資
源

が
是
非
と
も
欲
し
い
。
そ
こ
で
、

「
市
川
市
な
に
も
な
い
問
題
」

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
本
市
に
は
、
日
本
一
の
梨

等
地
元
名
産
品
が
あ
り
、
他
を

寄
せ
付
け
な
い
ほ
ど
の
魅
力
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
人
々
の
関
心

の
高
ま
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

乗
せ
て
、
行
政
の
情
報
を
伝
え

る
取
り
組
み
に
積
極
的
に
挑
戦

し
た
り
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
に

つ
い
て
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

市
と
し
て
一
皮
む
け
る
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

所
、
南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
で

も
窓
口
業
務
に
Ｄ
Ｘ
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
市

は
支
所
等
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
な
の
か
。

答　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

実
現
の
た
め
、
第
１
庁
舎
で
は

来
庁
者
が
住
所
や
氏
名
等
を
記

入
し
な
く
て
済
む
受
付
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
が
、
本
シ

ス
テ
ム
を
行
徳
支
所
等
の
窓
口

に
も
導
入
し
、
来
庁
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
等
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
指
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
や
大

柏
出
張
所
で
は
、
市
民
の
身
近

な
窓
口
と
し
て
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
業
務
等
、
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
。
今
後
、

第
１
庁
舎
に
導
入
し
た
シ
ス
テ

ム
の
効
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
利

用
者
の
意
向
等
に
配
慮
し
な
が

ら
、
各
施
設
の
特
性
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
く
。

答　
義
務
教
育
で
は
、
小
中
学

校
間
の
垣
根
を
越
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
の
下
、
連
続

性
の
あ
る
教
育
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
小
中

一
貫
教
育
は
、
学
習
内
容
や
部

活
動
の
前
倒
し
、
教
科
担
任
制

導
入
等
の
新
た
な
教
育
改
革
を

進
め
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
今
後
の
小
中
一
貫
教
育

の
方
向
性
は
、
現
在
実
践
を
重

ね
て
い
る
義
務
教
育
学
校
塩
浜

コロナ収束の切り札と期待されるワクチン接種（イメージ）

コ
ロ
ナ
下
の

財
政
運
営

〔
一
般
質
問
形
式
②
〕

新
し
い
時
代

の

教

育

子
ど
も
・

子
育
て
支
援

〔
一
般
質
問
形
式
②
〕

行
徳
支
所
等
の

Ｄ
Ｘ
推
進

〔
一
般
質
問
形
式
①
〕

新
型
コ
ロ
ナ

予
防
接
種

〔
一
般
質
問
形
式
①
〕

ワ
ク
チ
ン
の

優
先
接
種

〔
一
般
質
問
形
式
〕

市
川
市
な
に

も
な
い
問
題

コ
ロ
ナ
下
の

生
活
支
援

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
経
済
対

策
の
財
源
確
保
の
た
め
、
令
和

２
年
度
は
不
急
の
建
設
事
業
を

先
送
り
す
る
等
の
対
応
を
行
っ

た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

３
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

既
存
事
業
の
見
直
し
を
ど
う
進

め
た
の
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
行
財
政
の
あ
り
方
を

見
直
す
必
要
が
生
じ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
の
財
政
調
整
基

金
活
用
へ
の
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
３
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
活
用
し
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
、
真
に
必
要
な

事
業
で
あ
る
か
の
観
点
か
ら
全

て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
に
努

め
た
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て
は
、
災
害
復
興
時
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
緊
急
時
の
経

済
対
策
、
市
税
減
収
時
の
財
源

等
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
う
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
、
予
期
で
き

な
い
財
政
需
要
に
柔
軟
に
対
応

し
、
強
固
で
弾
力
的
な
財
政
体

質
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
よ

り
多
く
の
基
金
の
確
保
を
図
り
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
き
た

問　
令
和
３
年
度
教
育
行
政
運

営
方
針
の
む
す
び
に
「
新
し
い

時
代
の
教
育
を
目
指
す
」
と
あ

る
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の

課
題
及
び
課
題
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
見
解
を
問
う
。

答　
新
し
い
時
代
の
教
育
を
目

指
す
に
当
た
り
、
３
つ
の
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
第

１
の
課
題
は
、
人
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
て
個
人
の
自
立
を

促
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
養
う
教
育
の
実
現
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
経

歴
や
属
性
、
特
別
な
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

第
２
の
課
題
は
、
一
人
一
人
が

主
体
的
に
学
び
、
個
性
を
伸
ば

し
、
可
能
性
を
広
げ
る
教
育
の

問　
少
子
化
が
進
む
中
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
重
要
と

考
え
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い

て
、
本
市
は
、
不
妊
治
療
費
に

対
す
る
助
成
や
妊
婦
へ
の
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
に
つ
い
て
ど
う

取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
新
た

に
病
児
保
育
事
業
を
開
始
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
制
度
の
内
容

及
び
周
知
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答　
不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助

成
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
特

定
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
加
え
、

３
年
度
は
一
般
不
妊
治
療
費
も

助
成
の
対
象
と
し
、
妊
娠
を
希

望
す
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

妊
婦
へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

は
、
妊
婦
が
健
康
診
査
等
で
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
に
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
く
。

病
児
保
育
事
業
は
、
病
気
の
回

復
期
に
至
ら
な
い
児
童
を
一
時

的
に
保
育
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
規

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報

紙
等
で
の
周
知
の
他
、
保
育
施

問　
本
市
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ

推
進
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３

年
１
月
に
全
面
開
庁
し
た
市
役

所
第
１
庁
舎
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ
た
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

は
、
行
徳
支
所
や
大
柏
出
張

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

感
染
収
束
の
切
り
札
と
期
待
さ

れ
、
今
後
、
本
市
で
も
予
防
接

種
実
施
計
画
に
基
づ
き
接
種
が

進
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
進
め
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
対
象
者
へ
の
受
診
券
の
発

送
や
接
種
率
向
上
の
た
め
の
勧

奨
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の

市
民
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
４
月
以

降
に
個
別
接
種
方
式
で
行
う
計

画
と
し
て
お
り
、
接
種
可
能
な

医
療
機
関
と
し
て
１
１
０
カ
所

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
順
位
は
、
ま
ず
医
療
従
事

者
等
、
次
に
65
歳
以
上
の
者
、

そ
の
後
に
基
礎
疾
患
保
有
者
と

な
っ
て
い
る
が
、
基
礎
疾
患
保

有
者
と
は
ど
の
よ
う
な
疾
患
を

持
つ
者
で
、
接
種
時
の
手
続
き

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

16
歳
未
満
の
基
礎
疾
患
保
有
者

の
接
種
及
び
そ
の
家
族
の
優
先

接
種
の
可
否
を
問
う
。

答　
国
は
優
先
接
種
の
対
象
と

問　
近
隣
と
比
べ
本
市
に
は
Ｐ

Ｒ
資
源
が
何
も
な
い
と
の
声
も

あ
る
が
、
何
も
な
い
な
ら
そ
れ

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
女

性
や
非
正
規
労
働
者
等
、
潜
在

的
な
休
業
者
・
失
業
者
が
増
加

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
が
行
う
生

活
困
窮
者
へ
の
住
宅
確
保
や
生

活
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
生
活
困
窮
者
に
就
労
機

会
を
提
供
す
る
認
定
就
労
訓
練

事
業
所
に
対
し
市
が
業
務
発
注

す
る
た
め
の
認
定
基
準
の
策
定

は
、
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答　
生
活
困
窮
者
の
住
宅
確
保

支
援
の
た
め
住
居
確
保
給
付
金

を
支
給
し
て
い
る
が
、
申
請
件

数
が
令
和
元
年
度
の
18
件
に
対

し
て
、
２
年
度
は
１
月
末
現
在

で
６
８
３
件
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
相
談
は
自
立
相
談
支
援
機
関

「
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
そ

ら
」
で
対
応
し
て
い
る
が
、
住

居
確
保
給
付
金
の
他
、
相
談
者

の
事
情
に
よ
り
貸
付
や
生
活
保

護
の
案
内
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
認
定
就
労
訓
練
事
業
所
の

認
定
基
準
は
、
２
年
度
中
の
策

定
・
公
表
を
目
指
し
て
お
り
、

公
表
後
は
事
業
者
の
募
集
や
認

定
手
続
き
を
進
め
、
認
定
事
業

者
と
の
随
意
契
約
が
可
能
で
あ

る
旨
を
庁
内
に
周
知
し
て
い
く
。

公

明

党

西
村
　
　
敦

小〔
一
般
質
問
形
式
①
〕

山
田
直
人

久
保
川
隆
志

浅
野
　
さ
ち

中〔
一
般
質
問
形
式
②
〕

村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大〔
総
括
質
問
者
〕

場
　
　
諭

堀
越
　
　
優


